




 

学童生徒の心臓検診が普及し,各種の不整脈が発見されるが,その大部分は運動制限の不要

な良性の不整脈である。器質的心疾患や突然死の原因となる病態を鑑別しなければならな

いのは当然であるが,これらの頻度や予後,については不明な点が多い。今回の成績では,

疫学的研究,心室性期外収縮,完全房室ブロックの長期予後,特発性完全右脚ブロックや

WPW 症侯群が検討された。不整脈による突然死例の検討では,心筋症及び心術後の症例が半

数以上をしめる。心内修復術前後における不整脈について Fallot 四徴,心房中隔欠損,心室

中隔欠損を対象として検討された。総肺静脈還流異常の術後遠隔期には洞結節機能低下が

高率に認められた。 

 食道ペ一シングが新生児及び乳児期早期の上室性頻拍症に応用され,診断と治療に有用

であった。体表面電位図も小児期 WPW 症候群の副伝導路存在部位の検討に有用であった。 


